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（単位：円）

金 額 金 額

625,298,854 202,770,034

527,626,874 3,835,524

75,056,387 119,599,785

282,350 488,500

280,086 6,919,563

22,053,157 33,372,440

13,976,784

24,577,438

1,654,842,572

有形固定資産 1,616,401,842 193,007,107

1,025,155,554 12,758,361

550,280 180,248,746

15,085,350 395,777,141

575,610,658 純資産の部

株 主 資 本 1,884,364,285

無形固定資産 792,810 100,000,000

165,800 1,937,747,700

627,010 1,937,747,700

△ 153,383,415

投資その他の資産 37,647,920 △ 153,383,415

37,640,000 △ 153,383,415

7,920

1,884,364,285

2,280,141,426 2,280,141,426

リ ー ス 債 務

工具、器具及び備品

リ － ス 資 産 負 債 合 計

リ ー ス 債 務建 物

未 払 金

貯 蔵 品

固 定 資 産

預 り 金

未 払 法 人 税 等

現金及び預金

未 収 入 金

前 払 費 用

仮払消費税等

契 約 負 債

沼津まちづくり株式会社

中　間　貸　借　対　照　表

令和７年９月３０日

負債の部

流 動 負 債

科 目 科 目

資産の部

流 動 資 産

土 地

資 産 合 計 負債及び純資産合計

電 話 加 入 権

純 資 産 合 計

長 期 預 け 金

長期前払費用

利 益 剰 余 金

その他資本剰余金

その他利益剰余金

 繰越利益剰余金

ソフトウエア

店舗売上預り金

預 り 敷 金

固 定 負 債

仮 受 消 費 税 等

資 本 剰 余 金

資 本 金



161,002,507

65,894,675

41,333,882

6,224,282 274,455,346

156,133,881

82,319,238

36,120,000

4,430,385 279,003,504

4,548,158

販売費及び一般管理費 19,279,838

23,827,996

3,081

214,348

24,039,263

税引前中間純損失 24,039,263

法人税、住民税及び事業税 488,500

24,527,763

雑 収 入

売 上 総 損 失

その他売上原価

中 間 純 損 失

経 常 損 失

営 業 外 費 用

雑 損 失

施設管理売上高

売 上 原 価

店舗賃貸売上原価

営 業 外 収 益

そ の 他 売 上 高

駐車場売上原価

営 業 損 失

施設管理売上原価

駐 車 場 売 上 高

店舗賃貸売上高

中　間　損　益　計　算　書

令和7年4月1日から令和7年9月30日まで　  （単位：円）

科 目 金　　　　　　　　　　額

売 上 高



(単位：円）

1 .重要な会計方針に係る事項

(1) 資産の評価基準及び評価方法

    棚卸資産の評価基準及び評価方法

　　　貯蔵品・・最終仕入原価法による原価法 （収益性の低下による簿価切下げの方法）

(2) 固定資産の減価償却方法

①有形固定資産（リース資産を除く）

建物（建物附属設備を除く） 定額法

上記以外の有形固定資産 定率法

ただし、平成28年4月1日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法によっております。

耐用年数は以下のとおりであります。

建　　　　物 38・39年

建物附属設備 8～18年

4年

②無形固定資産（リース資産を除く）

定額法によっております。なお、ソフトウェア(自社利用)については、社内における見込利用可能期間(５年)

による定額法によっております。

③リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

(3) 引当金の計上基準

貸倒引当金…債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等

特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

(4) 収益及び費用の計上基準

当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履行義務を充足

する通常の時点(収益を認識する通常の時点)は以下のとおりです。

①店舗賃貸事業

店舗賃貸事業においては、主に商業施設の店舗区画を賃貸しており、賃貸借契約に基づき契約期間に応じて期間

経過分を収益として認識しております。

②駐車場運営事業

駐車場運営事業においては、主に駐車場車室を提供しており、時間貸し収入と駐車サービス券販売収入が生じて

おります。時間貸し収入は駐車場車室の利用時間によって履行義務が充足されると判断し、出庫時の料金精算

時点で収益を認識しております。駐車サービス券販売収入については駐車サービス券購入契約に基づき、顧客に

駐車サービス券等を提供した時点で履行義務が充足されると判断し、当該時点において収益を認識しておりま

す。

1,884,364,285 当中間期末残高 100,000,000 1,937,747,700 △ 153,383,415 1,884,364,285

△ 24,527,763

 当期変動額合計 △ 24,527,763 △ 24,527,763 △ 24,527,763

　 中間純損益金 △ 24,527,763 △ 24,527,763

 当期首残高 100,000,000 1,937,747,700 △ 128,855,652 1,908,892,048 1,908,892,048

 当期変動額

中間株主資本等変動計算書

令和7年4月1日から令和7年9月30日まで

株　主　資　本

純資産合計
資 本 金 株主資本合計

繰越利益剰余金

資本剰余金 利益剰余金

その他資本剰余金 その他利益剰余金

個 別 注 記 表

工具、器具及び備品



③施設管理事業

施設管理事業においては、主に建物権利者より委託を受けた施設の共用部分の維持管理を行っており、管理委託

契約に基づき契約期間に応じて期間経過分を収益として認識しております。

(5) その他の財務諸表作成のための重要な事項

消費税等の会計処理

　消費税等の会計処理は税抜方式によっております。

2 .中間貸借対照表に関する注記

有形固定資産の減価償却累計額

3 .中間株主資本等変動計算書に関する注記

当該事業年度の中間期末日における発行株式数

4 .関連当事者との取引に関する注記

（注）取引金額及び中間期末残高には、消費税等が含まれております。

5 .収益認識に関する注記

収益を理解するための基礎となる情報

「重要な会計方針に係る事項に関する注記」の「収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。

6 .１株当たり情報に関する注記

（1）　１株当たり純資産額 40,964円44銭

（2）　１株当たり中間純損失 533円21銭

7 .重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。

46,000株

区分 名称
議決権等の所有(被所

有)割合
関連当事者との関

係
取引の内容 取 引 金 額 科  目 中間期末残高

834,937,542円

28,527,782

56.24%
支払賃料 80,319,807  未 払 金 80,319,807

主
要
株
主

沼
津
市

商業ビル・駐車場
の

賃借及び
管理運営受託

管理運営等の負担
金収入

未収入金
(被所有)

28,527,782


